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「教材・支援機器」をキーワード
や条件で絞り込んで検索します

「実践事例」をキーワードや
条件で絞り込んで検索します

「教材・支援機器」と「実践事例」が相互に参照できるようになっています。

支援機器等教材普及促進事業

支援教材ポータル

http://kyozai.nise.go.jp/


ｉライブラリー
http://forum.nise.go.jp/ilibrary/

NISE 



発達障害教育情報センター
http://icedd.nise.go.jp

NISE 



教材展示室

NISE 



http://inclusive.nise.go.jp/ インクルＤＢ

http://inclusive.nise.go.jp/


３つの音声教材制作団体の発表から

・教科書が読めない

→スタートラインにつけない

・個々のニーズに合わせてカスタマイズ

→使い勝手は利用者が選べる、きめる。

・個々の困難さには個人差がある

→利用者には教育的効果が出ている

→どのような子どもにどう活用するか



通常の学級における

ユニバーサルデザイン

特別な支援が必要な児童生徒だけでなく、

どの子どもにも過ごしやすく学びやすい

学校生活・授業を目指すこと（佐藤，2007）
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学びのユニバーサルデザイン3原則
(CAST,2008)

原則Ⅰ．情報と知識を習得する様々な方法を学習
者 に与えるための多様な提示方法の工夫

原則Ⅱ．学習者が知っていることを表現する際の代
替手段となる多様な表現方法の工夫

原則Ⅲ．学習者が興味をもったり、チャレンジするよ
うに適切にポンと軽く叩き入れて、学ぼうと動機づけ
るための多様な課題従事の方法の工夫

子どもそれぞれの個人差に合わせた指導

How

Why

音声教材は原則Ⅰをサポートしてくれるツール



学びのユニバーサルデザイン3原則
(CAST,2008)

多様な
提示方法の
工夫

多様な
表現方法の
工夫

多様な
参加の方法の
工夫

提示の
オプション

身体的行為(表現)
のオプション

興味を引くための
オプション

言語やシンボルの
オプション

表現スキルや流暢
性のためのｵﾌﾟｼｮﾝ

努力し続けるため
のオプション

理解のための
オプション

実行機能のための
オプション

自己調整のための
オプション



子どもたちのねがい

勉強ができるようになりたい
星槎名古屋中 安部先生の報告から

・適切なツールが与えられれば、集中力up
・わかりやすい
・学習内容が記憶に残る
・音声教科書を継続して使いたい



できないのは、誰のせい？

• 多動、立ち歩き

→自分に合った音声教材（デイジー教科書）

→着席して学習

→テストの点数のアップ

多動、立ち歩きは授業が
わからないから？

上田市 小池先生の報告から



支援の意味
読みやすさ 読みにくさの疑似体験から

岐阜市立特別支援学校 神山先生の報告から

• 見え方、読み方の疑似体験
• ハイライトの意味
• 紙のテカリ
• 情報量の多さ
• 目で文字を追うことの苦手さ
→分かち書き
→縦書き、横書きの選択



３つの事例発表から

・教科書を読めないことはスタートラインにつけないこと。

・読み書きの困難さは子ども一人一人その背景や要因が異

なる。

・多様なアセスメントツール、支援ツールを情報収集する。

・効果は子どもが判断、子どもに効果を確認する。

・「自分だけ特別」への抵抗感の視点も大切。

・個別指導の場から通常の学級へ、小から中学校へ。

・普及のためには教職員、保護者への研修も重要。



音声教材の普及させるために

→ 場面による使い方の違い、オプション、カスタマイズ

→ 校内における共通理解

→ 教育委員会を主体とした研修機会

→ 関係機関、保護者との連携

・通級のような個別指導の場の活用

・家庭学習における活用

・通常の学級における活用

・通常の学級で誰でも使える授業づくり

・異なる学び方を認め合える学級づくり



音声教材を普及させるために

○学習支援のためのアセスメント

・つまずきの把握と支援の必要性

○特性理解から主体的な学びへ

・本人の教育的ニーズの把握

○「わかる」「できる」が肯定感・効力感に

・学習評価のフィードバック

活用による子どもと教師の成功体験



もう一つ 大切なこと

合理的配慮





〜普及のために〜
子どもの本当の可能性を伸ばそう！
バイパス（自分なりの学び方/

代替手段）
をもっと認めよう。

読めない 書けない

↓↓

× 理解できないから

○理解できる形で情報が

与えられていない

二次的な学習の遅れを

防がなくてはならない



いろいろな学ぶ方を選べる、
活用できる授業・学級づくりを！！
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ご清聴ありがとうございました


